
裏面もごらんください。 

【
期
日
】
令
和
７
年
２
月
７
日
（
金
） 

【
時
間
】
午
前
１０
時
～
午
後
１
時 

【
場
所
】
鼻
高
公
民
館
・
１
階
実
習
室 

【
定
員
】
１２
人
（
鼻
高
地
区
住
民
優
先
） 

【
費
用
】
７
５
０
円
（
材
料
費
） 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具 
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１
月
１
日
（
水
）
～
１
月
３
日
（
金
）
年
始
休
館 

１
月
１３
日
（
月
）
成
人
の
日 

２
月
１１
日
（
火
）
建
国
記
念
の
日 

２
月
２３
日
（
日
）
天
皇
誕
生
日 

１
月
・
２
月
の
休
館
日 

《参加者募集》 

群
馬
の
郷
土
食
は
小
麦
粉
を
使
用
し
た
も
の
も
多
く「
お
っ
き

り
こ
み
」
と
「
お
や
き
」
は
そ
の
代
表
格
。
旬
の
野
菜
を
入
れ
て

季
節
の
味
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

上
州
の
伝
統
料
理
教
室  

「
お
っ
き
り
こ
み
」
と
「
お
や
き
」
を
作
る 

～
寒
い
季
節
に
ぴ
っ
た
り
な
郷
土
料
理
～ 

【
講
師
】
栄
養
士 

松
原
祥
子
先
生 

【
申
込
み
】
令
和
７
年
１
月
６
日
（
月
）
、

午
前
９
時
か
ら
受
け
付
け
し
ま
す
の

で
、
費
用
７
５
０
円
を
添
え
て
鼻
高

公
民
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

＝
鼻
高
公
民
館 

文
化
教
養
講
座
＝ 

参
加
者
募
集 

宮
沢
賢
治
没
後
９０
周
年 

 

「宮
沢
賢
治
の
生
き
方
を
考
え
る
」 

【
期
日
】
２
月
２１
日
・
２８
日
、
毎
週
金 

曜
日
、
全
２
回 

【
時
間
】
午
前
１０
時
～
正
午 

【
場
所
】
鼻
高
公
民
館
・
２
階
講
義
室 

【
定
員
】
２０
人
程
度 

【
参
加
費
】
無
料 

【
講
師
】
元
大
学
講
師 

植
原
孝
行
先
生 

【
申
込
み
】
令
和
７
年
１
月
６
日

（
月
）
、
午
前
９
時
か
ら
鼻
高
公
民

館
で
受
け
付
け
ま
す
。（
電
話
申
込

可
） 

笑
う
門
に
福
来
る
‼ 

鼻
高
寄
席 

落
語
っ
て
お
も
し
ろ
い 

 

～
立
川
志
の
彦 

独
演
会
～ 

 
 

《参加者募集》 
【
期
日
】
令
和
７
年
２
月
１８
日
（
火
） 

【
時
間
】
午
前
１０
時
～
正
午 

【
場
所
】
鼻
高
公
民
館
・
２
階
講
義
室 

【
定
員
】
３０
人
程
度
（
鼻
高
地
区
優
先
） 

【
参
加
費
】
無
料 

【
講
師
】
立
川
志
の
彦
（
立
川
流
一
門
の

落
語
家
） 

【
申
込
み
】
令
和
７
年
１
月
６
日
（
月
）
、

午
前
９
時
か
ら
鼻
高
公
民
館
で
受
け

付
け
ま
す
。（
電
話
申
込
可
） 

落
語
は
江
戸
時
代
の
日
本
で
成
立
し
、
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て

い
る
話
芸
の
一
種
で
す
。
生
で
落
語
を
楽
し
み
、
日
本
の
伝
統
芸

能
の
良
さ
を
再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

岩
手
県
花
巻
に
生
ま
れ
た
宮
沢
賢
治
。
詩
人
で
あ
り
、
童
話 

作
家
で
も
あ
っ
た
宮
沢
賢
治
が
亡
く
な
っ
て
、 

９０
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た 

賢
治
の
人
生
を
振
り
返
り
、
今
一
度
、
賢
治
を 

支
え
た
も
の
、
取
り
組
み
た
か
っ
た
も
の
、
作
品
を 

と
お
し
て
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
な
ど
を
探
り
ま
す
。 

《予告》 

季
節
の
料
理
教
室 

２
月
２０
日
（
木
） 

春
風
コ
ン
サ
ー
ト
・
ジ
ャ
ズ
と
ボ
サ
ノ
バ
の
ラ
イ
ブ 

 

３
月
８
日
（
土
） 

 

詳
細
は
次
回
２
月
号
で 

お
楽
し
み
に
!! 

http://takasaki.manabi365.net/


賞状を手にする國峯修一さん 

           

         

         

                 

《公民館主催事業報告》 

 活き活きセミナー第８回 館外研修 「前橋を訪ねて」 令和 6 年 11 月 22 日（金） 
『「水と緑と詩のまち」歴史探検と広瀬川から朔太郎の

足跡をたどる』をテーマに前橋を歩きました。「ヒストリア

前橋」では前橋の歴史が学べる資料が展示。利根川の氾濫

による前橋城の「川欠け」や米軍による空襲といった前橋

の危機が迫力あるアニメーションで体感できました。その

後、広瀬川「詩の道」を歩き、水の流れと街路樹と遊歩道

が風情のある市街地空間を演出して思わず詩人気分に。 

県庁展望ホールからは360度の大パノラマが一望でき、

「わがまち鼻高」もくっきり確認できました。前橋の歴史・

文化・さらに前橋が生んだ朔太郎に触れた一日でした。 

 活き活きセミナー第 10 回 フォルクローレの哀愁ある音楽を♪ 令和 6 年 12 月１３日（金） 

料理教室 「11・29 いい肉の日に肉まんを作りましょう！」 令和 6 年 11 月２９日（金） 

『
高
崎
市
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
賞
』 

國
峯
修
一
氏
が
受
賞  

寒くなってきたこの時期にぴったりのふっかふっ

かの手作り肉まんとあんまん、鶏肉の団子汁を作り

ました。講師の具材を包む手さばきを見た後に、受講

生たちも実践！スムーズに包む講師とは違って実際

にやると難しく、皆さん悪戦苦闘しながら包んでいま

した。できあがった肉まんは美味しいと言いながらほ

おばっていました。 

令
和
６
年
１２
月
１４
日
（
土
）
、
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
・
ソ
シ
ア
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の

席
上
に
於
い
て
上
鼻
高
在
住
の
國
峯
修

一
さ
ん
が
「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
賞
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

國
峯
さ
ん
は
、
耕
作
放
棄
地
だ
っ
た
南

鼻
高
の
桑
園
を
、
地
域
を
代
表
す
る
観
光

名
所
「
鼻
高
展
望
花
の
丘
」
と
し
て
変
貌

さ
せ
、
育
て
上
げ
る
事
業
に
発
足
時
よ
り

携
わ
り
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
地
区
の
区
長
・
町
内
公
民
館
長
・

青
少
推
・
生
涯
学
習
推
進
員
や
長
寿
会
役

員
な
ど
も
永
年
に
亘
り
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
も
「
笑
顔
い
っ
ぱ
い 

花
い

っ
ぱ
い 

活
き
活
き
と 

心
豊
か
な 

鼻

高
町
」
の
地
域
づ
く
り
活
動
に
尽
力
・
継

続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。 

8 月から始まった全１０回講座の活き活きセミナーが最

終日を迎えました。最後 10 回目のフィナーレを飾ったの

は「アンデスの風」の皆さんによる南米の名曲演奏会。見慣

れない楽器を使ったフォルクローレの哀愁ある音楽に聞き

惚れ、陽気で軽快なリズムに乗って皆さん和気あいあいにな

りました。最後は音楽に乗って、皆で輪になり踊って盛り上

がりました。10 回共にした受講生同士の絆ができた様子。  

来年度も活き活きセミナーをよろしくお願いします。 

鍋の中は湯気が立ち昇る肉まん（左）と出来上がった料理（右） 

「アンデスの風」の皆さん 

朔太郎の生家を見学 


